
内
閣
衆
質
一
六
四
第
五
二
号

平
成
十
八
年
二
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
十
七
日
受
領

答

弁

第

五

二

号



衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

信
濃
川
水
系
に
お
い
て
東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
電
」
と
い
う
。
）
が
発
電
水
力
流
量
測
定
規
則
（
昭
和
四
十
年

通
商
産
業
省
令
第
五
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
流
量
を
測
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
測
水
箇
所

（
以
下
「
測
水
所
」
と
い
う
。
）
は
、
現
在
九
か
所
あ
り
、
そ
の
河
川
名
、
測
水
所
名
及
び
指
定
番
号
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

一

中
津
川
、
逆
巻
第
一
測
水
所
、
仙
六｜

一

二

中
津
川
、
逆
巻
第
二
測
水
所
、
仙
六｜
二

三

黒
滝
川
、
黒
滝
測
水
所
、
仙
六
Ａ

四

雑
魚
川
、
清
水
小
屋
測
水
所
、
名
九
〇

五

千
曲
川
、
照
岡
測
水
所
、
名
九
一

六

千
曲
川
、
生
田
測
水
所
、
名
一
〇
六

七

犀
川
、
弘
崎
測
水
所
、
名
九
四

一



八

湯
川
、
湯
川
測
水
所
、
名
一
〇
一
Ａ

九

梓
川
、
上
高
地
測
水
所
、
名
一
〇
二

一
の
�
に
つ
い
て

東
電
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
測
水
所
に
は
、
東
電
が
記
録
を
確
認
で
き
る
平
成

十
七
年
に
お
い
て
積
雪
が
多
い
時
期
が
あ
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

東
電
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
電
が
記
録
を
確
認
で
き
る
平
成
十
七
年
に
お
い
て
は
、
積
雪
の
多
い
時
期
に

あ
っ
て
も
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
、
測
水
所
に
お
い
て
流
量
測
定
を
行
う
者
が
徒
歩
、
車
両
等
の
手
段
に
よ
り
測
水
所
に

出
向
き
、
測
定
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

東
電
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
実
際
に
測
水
所
に
お
い
て
流
量
測
定
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
報
告
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
答
弁
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
東
電
か
ら
聴
取
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
測
水
所
に
お
い
て
流
量
測
定
を
行
う
者
の
移
動
に
長
時
間
を
要
す
る
複
数
の
測
水
所
に
お
い
て
同
日
に
測

定
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
測
定
を
行
う
チ
ー
ム
の
数
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
に
よ
り
、
測
定
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

東
電
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
電
が
記
録
を
確
認
で
き
る
平
成
十
七
年
に
お
い
て
は
、
測
定
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

規
則
第
十
三
条
に
基
づ
き
東
電
が
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
た
水
位
流
量
年
表
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
は
、
電

気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
百
二
条
に
基
づ
く
審
査
権
限
は
な
い
。
ま
た
、
「
慣
例
も
し
く
は
覚
書

を
理
由
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
そ
れ
を
審
査
し
な
い
」
と
い
う
事
実
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
、

三



取
水
口
ご
と
の
毎
日
の
取
水
量
に
つ
い
て
毎
年
報
告
を
受
け
、
当
該
許
可
の
範
囲
内
で
河
川
の
流
水
の
占
用
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

仮
定
の
事
実
を
前
提
と
し
て
の
お
尋
ね
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

四


